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東アジア文化研究科(2019年度) 陳琳琳 
王国維の学問世界における変化と堅守 
―清末民初の中日欧学者の交流に基づいて 
 
要旨 
中国にとって、社会の大変革期であり、学術の大変革期でもあった 19 世紀末から 20 世紀初頭、
政治情勢が複雑で、内憂外患や学界の紛争が絶えなかった。日清戦争以降、新しい学術に憧れる
中国社会では、新形の新聞社や学校、日本人教習などが続々と現れる中、庚子事変により、新しい
教育制度が全国的に広められたため、伝統学術は支持者を失いつつあった。そのような社会現象
に対し、張之洞をはじめとする一部の官僚や学者は、伝統学術の保護運動を起こした。辛亥革命
により、旧政体が崩壊し、伝統学術も衰退しつつある中、文化と学術で対抗した前清の｢遺老｣学
者が、伝統学術を維持し保護する主力となっていた。第一次世界大戦後、漢学ブームの起こりに
伴い、伝統学術についての国際的な相互交流も盛んになり、中国国内では伝統学術を復興させよ
うとする現象が現れた。北京大学の文科研究所国学門、清華大学の国学院は相次いで設立され、
中国の近代考古学と古代史研究の発祥地となった。しかし、既に新学が絶対的優位を取った中国
社会では、伝統学術の継承は、依然として極少数の学者とその弟子によって行われていた。その
過程において、近代学者の一員である王国維も他の学者と同様にその過程を体験したが、他の者
と違っていたのは、彼は終始実践者と先駆者であった所だ。 
明清代に王国維の故郷・海寧で学者が輩出していた。清代に｢一門三閣老、五部六尚書｣と称え
られた陳氏一族も、それに並称する近代江浙四大家族の査氏家族も海寧地元の者達だった。伝統
的学風が濃く漂う地に生まれた王国維は、幼少より私塾教育を受け、科挙試験を受け、二十四史
を読むことや、詩を書くことが好きで、海寧では才子として知られていた。日清戦争の後、社会情
勢と新聞の新しい言論の影響を受けて新学に憧れ、科学試験から抜け出そうとする王国維は、時
事にも関心を持ち社会評論を好むようになったため、上海実務報館に入社して勤め始める一方、
東文学社にも入門して日本語を習い始めた。その後、羅振玉に見込まれて、東文学社での勉強や
日本留学、各地の新式学校の教員、清朝学部図書編訳、日本寓居、帰国後の『学術叢編』編集長、
傀儡朝廷の南書房行走、最後に清華国学院での教鞭取りを経歴した。その一生で、ヨーロッパや
日本、国内の数多くの学者と交流していたため、その者達との国際的な学術交流網が出来上がっ
ていた。 
学術研究において、王国維は、中国西洋融合を強調するものから、疑古思潮を反発するように
なり、思想的で、感情的で、思弁の哲学と文学を強調するものから、理性的で、実証的で、穏やか
な古史考証を行えるようになった。彼の一生は、終始勉強しながら研究を行う状態にあり、伝統
学術の鍛錬から外国語や哲学の研究、宋・元文学の研究を経て、又も伝統学術の分野に戻った。伝
統学術において、彼は歴代の小学、経学、音韻学、歴史学の書籍を研究し、それをベースに、木簡
や帛書、封泥などと合わせて漢代史を考証したり、敦煌文書と合わせて唐史を考証したり、甲骨
や金文と合わせて商・周史を考証したり、漢・魏の碑銘と合わせて経学の流伝を考証したり、古書
や、瀋曽植並びに日欧の研究成果を使って、元史や西北地理の研究を行ったりするほか、様々な
考古器物や拓本、古籍を使って、歴代礼制の変遷や建物の変遷、尺度の変遷、胡服の変遷などなど
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の前人に注目されていなかった問題を考証したり、商・周の王・公の取り決めや、王位継承制度、
儀・礼・喪服制度、都の地理と範囲などについて、初めての系統的な考察を行ったり、漢・唐の西
北民族や、歴史・地理をテーマに研究したりして、多大な貢献をしていた。 
上述したように、王国維は学術の道程において複雑な変化を遂げていた。｢伝統学術｣から｢西洋
学術｣に乗り換えた後、又も完全に｢伝統学術｣に戻り、そして、伝統学術においても専攻を幾つも
変えたその道程で、一体どのような具体的な原因があって、どのような影響を与えたか。王国維
は学術の道程において、ずっと堅持し、変えることのなかった要素はあったか。もしそれはあっ
たとして、その一連の学術的変化において、その要素は一体どのような役割を果たしたか。王国
維の研究概要と合わせて考えれば、これ等の問題について、系統的に専門的な研究を行う者はい
なかった。本稿では、王国維と海外学者の間で行われた交流をも考慮に入れて、上述の問題を考
察したい。 
したがって、本稿の研究目的は次のようにまとめることができる。清末民初の国内外学界の交流
というマクロ的な角度から、西学の伝来や、伝統学術の研究、出土史料、古史の研究、西北の歴史・
地理の研究などの専攻において、王国維を中心とする中・日・欧の一部の学者が行っていた主な交
流活動を考察する。更に、王国維自身の学術的実践と合わせて、｢人(交流を持つ国内外の学者)｣と
｢物(出土史料)｣、社会変革といった絶えずに変化する要素が、王国維の思想や学術に与えた影響を
解析する他、王国維が学術の変化において堅持していた不変の要素を見つけることに尽力したい。 
王国維の原作や後世の研究成果を読む上で、王国維と羅振玉や他の国内外学者の手紙を主な根拠
に、文人の日記や、中・日の学術雑誌や新聞、当時に発行された書籍といった他の史料を参考に、そ
の中に記載されている事件や、特に学者達の具体的な交流の経緯と相互の関係を考察し、前人の注
目していない関連史実を発掘して、筆者の研究目的を論証する。 
全文を研究概要、序文、本文 7章、結論計 10の部分に分けようとする。時の流れから見れば、本
文の第 1－3 章は、王国維が学術の｢中西融合｣と呼びかけ実践する時期である。第 4－7 章は、王国
維が完全に伝統学術の研究に打ち込み、古史に対する再発見と考証を通じて、疑古思潮に反発する
時期である。内容の設定から見れば、第一・三・七章では、王国維自身の学術考察をメインに、彼の
文学作品や哲学、史学研究の論文そのものを深く分析する上、国内外の他の学者の研究成果を参考
し取り入れた彼の研究や、各時期の学術上の言論と主張と合わせて、哲学や文学、歴史考古学の研
究における彼の特徴、転向理由などについての考察を専門的に述べる。第二・四・五・六章では、異
なるテーマを巡り、王国維と国内外の学者との交流状況を集中的に考察することで、その学術的実
践の道のりにおいて絶えずに変わる｢人｣・｢物｣の要素を分析する。 
第一章では、初期段階の王国維の社会人としての抱負や渡世、並びに東文学社に入る前後の勉強
や、仕事の様子を考察することで、王国維の西洋哲学に対する研究を重点的に分析し、王国維の西
洋哲学に対する研究の特徴、哲学を諦めた原因についての筆者の理解を明らかにし、西洋哲学に打
ち込んでいた時期の王国維は、学術面では｢学問に中国・西洋なく、新旧もない｣という観点を唱え
ながら、思想面ではその中に含まれる西洋の社会的価値観や文化的価値観を融合することができな
かったと指摘し、王国維が西洋学術を研究するようになったのは、新興西学という時代思潮の影響
が原因の一つであり、東文学社で直接藤田豊八と田岡嶺雲から受けた影響がもう一つの原因であり、
西洋学術の力を借りて、萎靡していた中国社会と学界に活を入れたいという王国維の個人的な強い
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願望がその根本的原因であると強調する。 
第二章では、清朝学部に勤める前後の王国維の様子についての考察を集中的に語る。この時期に
対する前人の研究は少なかったが、王国維の学術が変遷する重要な時期だと筆者は考えているため、
学部図書編訳局の上司である袁嘉谷と、名詞編修館の上司である厳復との付き合いや、学部におけ
る業務成績、学術における大凡の様子といった、清朝学部に勤めている間の王国維の人間関系や勤
務状况、思想変化を専門的に分析し、この時期に王国維が公言した主張と言論を通じて、西洋学術
に対する認識と考え方における彼と羅振玉や張之洞などの者達との隔たりを明らかにする。この時
期は、王国維の学術と思想に大きな変革が起こった重要な過渡期であり、この間に接触していた繆
荃孫、瀋曽植、柯劭忞といった学者の多くは、辛亥革命後に遺老と自負し、王国維のその後の人生に
おいて、最も安定的に付き合っていた国内学者の主要人物達となる。 
第三章では、文学分野における王国維の創作と研究、及びそこに反映される王国維の感情と思想
の変化について語る。詩作の面では、王国維が初期に書いた有名な詩集『詠史二十首』で歴史を詠嘆
する際、全体・連携的視点の重視や歴史事件の選択において桑原隲藏の『中等東洋史』との類似性を
重点的に語る。桑原隲藏の『中等東洋史』の初訳本『東洋史要』とその序文が東文学社の樊炳清と王
国維の作である事実と関連して、1908 年に商務印書館発行のベストセラー『再訳東洋史要』と東文
学社と王国維との密接な関係について考察し、詩作分析により、王国維の 1904 年から 1907 年の哲
学における苦悶期、家族と死別する感情状態を考察する。学部に勤めてから、家族が北京に移住し、
生活面でだんだん落ち着いてきた彼は、次第に文学創作をやめ、宋・明文学の研究に転向した。宋・
元文学に対する系統的な研究は、彼が哲学や文学創作に抱いた夢を諦め、理性的で着実に学術的実
践を行うようになった始まりであり、学術において徐々に伝統分野に転向する過渡期でもある。 
第四章では、王国維と日本人学者との付き合いの概観を考察する。甲骨研究において内藤湖南と、
敦煌俗文学において狩野直喜との交流を中心に、王国維と羅振玉が京都大学の諸学者との間の各分
野における全体的な付き合いと相互の影響を考察した。そして、王国維が京都で暮らしていた時期
の付き合いや、学術実践の概況を考察することで、王国維自身の学術と思想の変化を振り返る。長
期にわたって日本人学者と安定した付き合いを保っていた王国維は、複雑な国際情勢においても、
藤田豊八や内藤湖南、狩野直喜との私交を一生貫いた。羅と王に通じて、京都大学の諸学者は瀋曽
植や柯劭忞といった国内の学術大家や多くの有名な蔵書家とも連絡が取れた。 
第五章では、敦煌の出土史料を巡り、中・日・欧学者が初期の宣伝や史料、研究成果などにおける
交流状況を詳しく考察し、そして、敦煌文献の陸法言写本『切韻』について、発見されてから、中日
の多くの学者の注目を集め、羅・王や董康などは何度もポール・ペリオに手紙を書き、写真の郵送を
希望し、最後に王国維によって書き取り印刷し、中日学者の間で広めた十年間のことを具体的に考
察した。また、羅・王と日本の考古学先駆者である大谷光瑞の交流を中心に、日本側が入手した敦煌
史料を巡る交流と研究を考察した。その間、中・日・欧学者が史料を即時公開し、長期にわたって研
究成果を共有していたことで、始めから敦煌学の研究に国際的研究という特性を持たせた。日本に
いる間の羅・王の広範囲で深いった参与は、日本学界で敦煌研究のブームを起こしただけではなく、
中国の伝統学術と海外学界との初めての繋がりを結ばせ、世界における中国学の発展にも大いに貢
献した。 
第六章では、王国維が伝統学術の研究に打ち込むほか、伝統学術の保護を目的とする刊行物や組
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織、活動への参与状況や、国内外の有名な学術機構との交渉状況を考察し、それによって中国の伝
統学術の保存と発展に対する王国維の態度を振り返る。この章では、今まであまり注目されていな
かった、羅・王が海外学者と協力して創設した国学保護組織｢東方学会｣のことで、第一次大戦後の
海外漢学界における中国文化・学術の研究ブームと、この海外学術ブームに対する中国学界の反応
を重点的に考察する。羅振玉と王国維、ドイツ人漢学者・衛礼賢が、国内の伝統学術分野の学者や国
際的に有名な漢学者と連絡を取り、各国から返還しようとする庚子賠償金を狙って創設した｢東方学
会｣は、中国伝統の学術・文化の研究交流を世界中に広めることを主旨としている。最後に王国維が
北京大学や東京大学、京都大学、清華大学といった近代的学術機構との関係を考察し、それによっ
て、当時の社会における王国維の人生選択と思想傾向を振り返る。 
第七章では、木簡や帛書、封泥などと照らし合わせた漢代史の考証や、敦煌文書と照らし合わせ
た唐史の考証、甲骨と金文と照らし合わせた商・周史の考証、漢・魏の碑銘と照らし合わせた経学流
伝の考証、また、様々な考古器物や拓本、古籍を使った、歴代の礼制の変遷や建物の変遷、尺度の変
遷、胡服の変遷といった前人に注目されなかった問題の考証といった王国維の古史研究論文に対す
る解読を通じて、豊富な史料を巡って彼が行った古史考証を分類して考察し、古史研究分野で王国
維が幾度も専攻を変えた道のりを明らかにする。清華大学で教鞭を取るようになってから、王国維
は、ずっと瀋曽植に期待されていた西北地理の研究に着手するため、ポール・ペリオや藤田豊八、箭
内亘といった最先端の海外学者の研究成果を参考に、元史と西北地理の研究という瀋曽植の衣鉢を
継いだ。その間、彼は古史の記録を軽々しく信じもせず、否定もせず、ずっとその是正考証に打ち込
み、以前の哲学・文学の研究における空想の癖を一掃し、全く着実とした考証の学風に変わってい
く。古史の発見と補足に尽力していた彼は、軽々しく古史を疑ったり、盲目的に古史を信じたりす
る学風の中、軽々しく意見を述べたりせず、学術実践による学風の是正を堅持した。彼の学術実践
により、新興の考古学と歴史学が結びつけられ、学術方法と問題意識における彼の革新や、海外学
界との頻繁の交流により、中国古史の研究と海外漢学の結びつけが促進され、中国の伝統学術に新
たな発展を、後世に大きな影響をもたらされた。 
全文の考察により、敦煌の出土史料を巡る中・日・欧学者の初期交流とお互いに与えた影響を
明らかにした；羅振玉・王国維が日本学者との全体的な交流とお互いに与えた影響を明らかにし
た；第一次大戦後の海外漢学界で起こった中国の伝統的文化・学術に対する研究ブームに基づき、
中・日・欧の漢学界が文化・学術的組織の設立を巡って行った交流を明らかにした；王国維と国内
外学者との交流を考察し、各種の出土史料について王国維が行った学術的実践を通して、王国維
の学術生涯において絶えず移り変わる｢人(交流を持つ学者達)｣と｢物(出土史料)｣の要素が王国維
の学術の変遷と思想の変化に与えた影響を明らかにした；近代の中国と西洋の学術において避け
られない衝突が生じた際、王国維の選択や、行った社会活動と学術実践を全面的に考察すること
で、移り変わる上述の｢人｣、｢物｣、｢主観的願望｣を除き、学術の道のりの各段階において、王国維
の思想面での変わらなかったものは、中国の伝統文化・学術の価値に対する肯定と堅持であるこ
とが明らかになった。この点は一度も変わったことがなく、王国維の思想の中で矛盾を起こした
こともない。この価値観に対する堅持があってこそ、王国維は一生をかけて、多くの学術分野で
模索し、実践し、変化を遂げ、中国の学術と社会を激励し発展させる道を探り続けることができ
た。 
